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１. 総論 

1.1 電磁界を用いた自然災害軽減のための観測・予

測・解析技術調査専門委員会設置の背景と目的 
 

我が国は地理的に多くの自然災害を受ける環境にあり, 
法令・科学技術研究・人材育成などの観点から災害を軽減

する様々な対策が講じられてきている(1)。しかし, 平成 25
年 10 月の伊豆大島の台風 26 号による土砂災害(死者・行方

不明者 39 名)や平成 26 年 8 月の広島の豪雨による土砂災害

(死者・行方不明者 74 名)や同年 9 月の御嶽山噴火(死者・行

方不明者 63 名), 平成 28 年の熊本地震(死者・行方不明者 50
名)など, 大きな被害をもたらす自然災害は依然として発生

しており, これを軽減することは極めて重要である。 
しかしながら, 従来の自然災害軽減技術は, 建造物やイ

ンフラの頑強性の向上, 災害発生後の迅速な被害状況の把

握や救援体制の整備・確立, 活断層などの調査による長期的

発生予測やハザードマップの作成にとどまり, 実際に効果

が高い「短期的・直前の予知・予測」には至っていない。 
近年, 短期的または直前の自然災害の予知・予測を行う手

段として, 電磁界を用いた技術が注目を集めている。例え

ば, フェーズドアレーアンテナを用いて降雨レーダが高性

能化・高分解能化され(2), 豪雨や突風といったシビア現象の

発生予測に寄与できるものと期待されている。更には, 地震

に先行すると考えられる電磁気現象も多く報告されてきて

いる(3)-(10)。大規模な地震の被害については, 平成 23 年の東

北地方太平洋沖地震とその津波による死者・行方不明者は

約 2 万人, また, 2004 年のスマトラ島沖地震とその津波では

約 22 万人と, 甚大であることを考えると, 電磁気的先行現

象による発生予測の確立が待たれるところである。 

そこで, 本調査専門委員会では, 電磁界を用いた自然災

害の観測・予測・解析技術の開発動向と被害軽減のための

利用可能性を調査することとした。 
 

1.2 電磁界を用いた自然災害軽減のための観測・予

測・解析技術調査専門委員会の活動内容と成果 
 

本調査専門委員会では, 電気・電子・通信・情報工学と地

球物理学に関係する研究者の有機的な協力を基礎として, 
自然災害に関連する電磁気現象や自然災害軽減に関する電

磁界技術応用の調査研究を実施した。調査対象は下記の通

りである。 
1. 地震や火山活動など地殻活動に伴う電磁気的現象の検

出法とその高度化に関する調査 
2. 雷放電が発生する電磁波の各周波数帯域での検出法の

高度化とその利用に関する調査 
3. 降雨・雲レーダによる集中豪雨予測技術に関する調査 
4. 上記技術を用いた自然災害の予測と防災・減災, 産業

応用に関する調査 

調査した内容は電磁界理論研究会において報告するだけ

でなく, (1)平成 25 年基礎・材料・共通部門大会（横浜国大）

において, テーマ付セッション「電磁界を用いた自然災害軽

減のための観測・予測・解析技術」（20 件の発表）, (2)平成

27 年基礎・材料・共通部門大会（金沢大）において, テー

マ付セッション「電磁界を用いた自然災害軽減のための観

測・予測・解析技術の最新動向」（9 件の発表）を企画し, (3)
平成 27 年 5 月に千葉大で国際ワークショップ「2nd 
International Workshop on Earthquake Preparation Process 
(IWEP2)」（10 カ国 60 名の参加、口頭発表 31 件とポスター

発表 6 件）を後援し, 十分な討議を行った。また, 2016 年 5
月の基礎・材料・共通部門誌に「電磁界を用いた自然災害

軽減のための観測・予測・解析技術」特集（招待論文 1 編

を含む 16 編を掲載）を企画し, 本委員会活動の一部は誌上

でも報告している。本委員会による調査活動により, 自然災

害軽減のための観測・予測・解析技術の重要性と問題点が

明らかとなり, 引き続き新技術をフォローする必要がある

と言える。 
気象災害関連では, 高性能高分解能レーダやアンテナが

実用化されつつある。雷嵐や豪雨, 突風などの監視や予測が

実現できる一歩手前と認識できる。一方, 大量データのリア

ルタイム解析など実用面での問題点もある。 
地殻変動に伴う災害関連では, 検知された現象の統計的

有意性や前兆性の評価の重要性, 電磁気現象の発生機構の

解明にせまる実験や複合観測の重要性が認識された。地震

前兆現象としての電磁気現象などは疫学的手法による統計

的有意性のみでなく, 前兆性や因果関係を究明する観測・信

号処理技術も進展してきている。しかしながら, 因果関係や

物理機構など未解明の部分は極めて多い。今後も注視する

必要がある。 
 

1.3 本技術報告の構成 
 
本書は, 本調査専門委員会が調査してきた内容について

整理・検討し, 技術報告としてまとめたものである。第 2 章

では放電現象に関する観測・予測・解析技術として, 雷放電

から発生する電磁波のうち長波帯を観測して三次元放電路

を同定するなど、新たな解析手法を報告する。第 3 章では, 
フェーズドアレーアンテナを用いた高時間分解能レーダの

解析技術および Ku 帯広帯域レーダの応用システムについ

て報告する。第 4 章では地震に関連する電磁気現象の観測・

解析技術についてまとめ, 地殻活動から発生する電磁波パ

ルスの観測や, 地殻活動に先行して発生する電離圏の現象

を観測・解析する技術について報告する。第 5 章ではその

他の観測・解析技術として, 地震によって変化するとされて

いる電力網の中性点電流の 13 年間にわたる長期観測, およ

び降雨による斜面崩壊の監視・予測研究に関する電磁気学

的観測について報告する。第 6 章ではこれらの観測に必要

な雑音除去法, および数値シミュレーションの応用につい

て報告する。  
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